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早稻国商学第；鵬ξ

昭和田年1月

「メンデノレ家12人兄弟館の書」について（3）

坂本信太郎

1．　はじめに

　前回の文化特集号（早稲田商学第305号，昭和59年6月発行）に引き続いて，

rメソデル家12人兄弟館の書」，第一巻，第一部，索引番号61（Amb．317．γ，

M－Bd．1，1Nr．，61，Stadtbibliothek　Nbg）’から，肖像画と，これに附され

ている，描かれた人物の経歴を紹介L，これについての若千の説明を記す。

　付記。本稿は昭和59年度，早稲田犬学商学部鹿野研究振興基金による成果の

一部である。

2．　「メンデル家12人兄弟館の書」

　61．大工

1437年，犬工のC㎝rad　Wi舳er死す。126番目の兄弟。（1蜥年の作画）。

　37（早稲田商学305号，p．164，Fig．41．）と同様の描写である。唯，馬（架

台）の上にのせてある角材はかすがいで留めてない。亦大工の締めているバン

ドに小さいカバンが下げられている点が異なっている。

　61v．財団管理者

　1438年，Peter　Mende12世は，歓べの主日（3月23日）に12人兄弟館の管

理者に就任する。1452年，聖ヴルシェルンの祝日後の土躍目（10月22日），
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Petre　Mendel　II死去す。彼は15年間管理者として務め，この間22人の館の

兄弟逢を送った。（1438年の作画）。

　Peter　Mende1II（管理者在任期間1438～52年）と彼の妻（旧姓Stromer）

が，正面右側の祭壇の前に脆いて，数珠をつまぐりつつ祈りを捧げている。彼

も彼の妻もそれぞれ毛皮で縁どりした，ゆったりした長上衣を着ている。彼の

妻が被っているケーブは当時流行の頭被いである。メンデル家の紋章とライヘ

ソバヅハのストローマ家の紋章が，2人の足もとに描かれている。

　祭壇の平面は2段になっている。下の段の縁には色とりどりの房飾りが下が

っている。そして上段正面の部分には，6人の聖者の彩色画が画かれている。

その上段面にはきらきらと輝いている三折祭壇が置かれている。三折祭壇の中

央静こは，十字架上のキリストと，その頭上，雲にかこまれた天帝，そして左

翼部には聖ベトロ，右翼部には聖ヨハネが画かれている。祭壇の左上方には永

遠の灯が天井から吊り下げられている。そしてこの灯が燃えている容器は，メ

ソデル家の小型の紋章を下げた豪華な飾り細工の吊環に支えられている。

　　晩．書記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi＆65．

　1438年，JOhanes死す。彼はもと裁判所の書記であった。次いで市や団体

の書記となり，訴訟用の書類の作成にあたっていた。127番目の兄弟。（1438年

の作画）。

　書記は机面が傾斜Lている机に向い，腰掛けに座している。兄弟館の制服を

着用し，後首まで垂れるターバン風の頭巾をかぶっている。羽根ベンで机上の

帳簿に記入している。机上には鷲ベソとベンナイフ，そして赤色と黒色の小さ

いイソクびんが置かれている。拡げられた巻物状の書類も見える。机面の下，

物入れになっている部分と，壁ぎわのベソチの上には，飾り鋲をつげ，錠をし

てある赤革装慎の部厚い冊子本がある。ブヅツェン・ガラスの入った両開き窓

の傍の壁面には，インクびんと筆記用具の入ったケースが吊り下げられてい

る。（153v．の紙筒製造工の図参照）。
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Fig，65．書記

（鴛、1瓢肌よ2）

　書籍・帳簿の形式には，皮紙を縫い合わせて細長い巻物にしたものと，皮紙

を折りたたみ，綴じ合わせた冊子本（コデックス：Codex，2世紀頃に始まる）

とがある。書記は今，巻物からコデックスに転写しているようだ。彼が仕事を

Lている部屋は筆記室と呼ばれている。r転写者のペンが過ちをしないように，

誰でも筆記室では語をしてはならない」と，8世紀の詩人Al㎝inが言って

いるように，特に静かな部屋である。コデックスは重い皮紙や紙の頁がゆがん

だり，波打ったりするのを防ぐ為，表と裏に革を被せた木の板の表紙がつけら

れ，更に小口の方を2本の帯と留金でしっかり留めるように装噴されている。

亦書籍の蚊納法は，17世紀迄は，本を立てておくのではなく，横に平らに置い

たので，表紙の中央や四隅に金属製飾り鋲を打ちつげて，本を傷めないように

留意した。（早稲田商学302号，P．174，F熔5，Fig．6参照）

　筆記用具とLては葦ペソと羽根ベンが，共に長い間使用されていた。鷲鳥，
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　　　　　　Fi9．66．

白鳥，ベリカソたどの羽根をベソとして用い始めたのは5世紀からであ乱羽

根ベンは細く美しい字を書くことが出来るが，軟らかく，頻繁にナイフで削り

尖らせていなげれぱならず面倒であっ㍍そこで自ずと・これに代わる用具が

探し求められ，金属ベソが敢り上げられたが，硬すぎて容易に用いられなかっ

た。金属ペソが用いられるようになったのは，19世紀半ぱ，Perryという人に

よって，ペソの肩部と尖端の間に開口をつけ，適当な弾力を持たせる改善がな

されてからである。
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　13世紀以前の中世の建物には窓が無いカ㍉有っても極く小さかった。そLて

窓は吹き鼓げであった。外敵の侵入を防ぐ為めに厳丈な枠や格子がはめられて

いた。亦風雨を防ぐ為めに薄い羊皮紙や滴紙が張られるといった程度であっ

た。窓にガラスを用いることは，12世紀すでに教会でぽ行われていたが，犬変

賛沢であった。個人住宅にも用いられるようにたるのは，ようやく15世紀半ぱ

をすぎてからであった。図に見られるガラス窓は，ブヅツユン・ガラスで出来

ている。ブヅツエソ・ガラスは先ず，溶けたガラスを吹管の先につげ，吹いて

ふくらませ球状にする。次に，それをポソティルと称する細長い鉄捧の先に付

げて吹管から切りはずす。そして急遼に圓転させて，球体を平たい円板に拡が

らせて造られるのである。この小円板ガラスはポンティルの付いていた中心部

　　　　　　イ点
が盛り上って涜状（ブヅツェン；Butzen）になっているのでブッツェソ・ガ

ラス或いはクラウソ（CrOWn）ガラスと言うのである。この光度の強い厚くて

小さい円板ガラスを一枚，一枚リポソ状の鉛の枠にはめこみ，窓枠に入れて，

半田づげして継ぎ合わせる。円板と円板の間の隙聞には小さいガラス片を同様

にはめこんで一枚の窓ガラスを形成するのである。（ヨースト・アマソのr職

業の書」，ガラス屋の図Fig66参照）。

　62v．皮なめし屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・67

　1440年，皮やのSchrepler死す。128番目の兄弟。（1姐0年の作画）。

　皮やは，完成品が重ねてならべられている陳列机のうしろの，長持兼用の腰

掛げに座している。店内後の商品掛けにも拡げられた毛皮があ乱

　不安定な世情や禁欲的人生観などにより，中世の室内はどこでも極めて質索

であった。家具や備晶は種類も数も少なく，出来るだけ小型で，簡単に取りは

ずせ，持ち運びが容易たものが好まれた。このように乏Lい家具の中で最も広

く用いられた重要危家具は長持ち（櫃）であった。これは衣類や書籍類，商品

等々の用品を入れる容器であると同時に，簡単に持ち運ぶことが出来るのでト

ラソクの用も果した。亦図に見られるようにベンチに使ったり，ベツドやテー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　893
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　Fig．67・皮なめし屋
（A血b，31Z2o，Bd．I．62v．）

　Fig・68・商人
（Amb．317－2o，Bd．I，63）

ブノレ代わりにも使ったのである。

　63・商人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊9．68

　1440年，新親方Peter死す。商人であった。129番目の兄弟。（1坐0年の作

画）。

　商人は青色の細かい折目のついた，そして頭巾のようなカラーのある長い上

衣を着てい私その上衣には毛皮の縁どりがなされている。商人は家のように

見える建物の扉の前に立ち，何やら右手で，彼の前に置かれている商品の荷を

指している。商品の荷は種々なやり方で緊縛されている。画面右側には2個所

に敢手をもった蓋のしてある榑がある。一時鳴りを静めていた商業も，10世紀

以後になると再び活力を回復してきた。そして西ヨーロッパには時を追って商

人集団が多く見られるようになった。彼等は伸間同士で隊商を組み，長老或い

はハンザの伯と呼ぶ長を選んで，その指揮の下，武装して，商品の入った袋や

894
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　Fi9，69．革帯作り
（Amb．31Z2o，Bd．I，63丁、）

楓榑を積んだ荷馬車を護り次カ玉ら，遠隔地を遍歴して商売に従事した。13世

紀に入ると，これら遍歴商人に代って，都市に定住Lて帳簿をつけ，通信文書

の交換によって商売を進め，亦委託敢引を行う定住鉤売商人連が出現するよう

になった。商人達が愈々盛大になってゆくに比して，経済的に次第に追つめら

れてゆく貴族・領主達は，ねたみ・ひがみと軽蔑を交じえて，商人達をr胡橡

袋」と呼んだ。

　63v．革帯作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．69

　1似1年，革帯作りのHermanPaum鯛rtd㎝er死す。130番目の兄弟。（1441

年の作画）。

　重々しく垂れ下がった僧帽のついた兄弟館の制服のベルト作りは，変った形

の金敷の前に座している。既にパックルのついている革帯に鳩目の穴をポソチ

で打っている。作業台の上と，壁上の楳には完成した品が並ぺてある。
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　64、水筒作り

　1坐2年，水筒作りのHeincz　Sebacher死す。131番目の兄弟。（1μ2年の作

画）。

　壁上の樟にかけてある完成品の水筒のうちの一個に紋章が画かれている。色

彩がぽどこされていないのでよく分らないが，メンデル家のものと思われる。

32，43v．，57（早稲田商学305号，P．158，皿174；Fig．49，P．186）参照。

　64v．琉毛工

　1坐2年，硫毛工のKuncz死す。132番目の兄弟。（1坐2年の作画）。

　28v一（早稲田商学302号，P．199，Fig，33）の模写。

　65・家令兼酒蔵室長　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．70

　1μ3年，年老いた0tt死す。彼は12人兄弟館の創設者の僕を勤めていたが，

43年，家令兼酒蔵室長を辞して，12人兄弟館の一員になった。133番目の兄弟。

醐g．70・家令兼酒蔵室長

（Amh317－2o，Bd．I，65）

896



　　　　　　　　　「メ：／デル家工2人兄弟館の魯」について（3）　　　　　　　253

（14娼年の作画）。

　曾てKonrad　Mende1（1414年死亡）の僕であったこの家令兼酒蔵室長は兄

弟館の灰色のマントを着て，同色の丸い広縁の帽子をかぶっている。ベルトに

は犬きな鍵が3個も下がっている。その鍵のうちの1個を左側に置いてある立

派な戸棚の鍵穴に差し込んでいる。戸棚には三弁花の模様が彫刻してある特別

な頭飾りがあり，正面上部の板面にはメンデル家の紋章が色彩鮮かに画かれて

いる。亦その台座の都分は弓形に切り込んである。家令は，もう一方の手で開

いてある，台座のついた長持ちを指さしている。長持の中には，数個のパソの

塊と，壷そして蓋をした木桶が各々1個入っている。

　65v．木挽

　1443年，134番目の兄弟，Cuncz　Prende1死す。彼は木挽であった。もの静

かな人物であった。（1坐3年の作画）。

　1．（早稲田商学302号，P．176，Fig－7）及び39．（同誌305号，P．168）の模

写である。

　66・らしゃ小売商人

　1似3年，らしゃ小売人Cuncz　Dorenberger死す。135番目の兄弟。もの静

かた人物であった。（1狙3年の作画）。

　らしゃ小売商人は商品陳列台のうLろに立って，布地の長さを物指で計って

いる。陳列台には種々恋色の反物が重ねてある。反物の上にぱね式のはさみが

1丁置かれている。台の下都の2つに区切られた物入れの中，及び天井から吊

り下げられている桿には，種々な幅の，種々な色合の，種々な商標の布地が見

られる。

　66∀．指物師

　11幽年，聖ペトロ，アソチオキアに教座を定めた記念日の後の水麗日（2月

26日），Peter　Sreiner死す。136番目の兄弟。もの静かな人物であった。（14幽

年の作画）。
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　犬きた戸棚の中段棚板に鉋をかけている。この戸棚の台座は弓形の刻みで飾

られ，その頭部は，はざま胸壁様式の豪華な頭飾りで飾られている。頭飾りの

壁帯部分には，三弁花や四弁花を種々に組合せた模様を，透かし彫りしたゴシ

ヅク式円花窓の彫刻が相接して施されている。戸棚の前扉はまだ着装されてい

ない。戸棚の前に置かれている小型の櫃には，これ亦，まだ蓋がついていな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クサピ
い。その台座には三葉形の飾りがある。仕事台には撰で留めてある板と，のみ，

木樋があり，壁には左右に握り柄のあるおさのこが掛っている。

　67　大工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜＆71

　1坐6年，犬工のHeinrich　Meyr親方死す。聖アントニウスの祝目後の金

曜日（1月18日）であった。137番目の兄弟。誠実な人物であった。（1μ6年の

作画）。

　犬工は今，建築用の格子組（トラス）を組み上げている。あらかじめ，地面

の上で組み上げ横たえておいたトラスの角材に，筋交い板をあてて，大きな両

　　Fig，71．大工
（Amb．317．2o，Bd．I，67）

898



　　　　　　　　　rメソデル家ユ2人兄弟館の書」について（3）　　　　　　　255

　　　　　ホチ
手握の錐で柄穴をあけている。この穴に換を打ち込んで，各々の角材部分をL

っかりと固定するのである。組童れた角材の上には2丁の幅広の大工用手斧と

のみが1本見える。

　67v．仕立屋

　1446年，聖ラウレソチウスの祝日の8目前（8月4目），仕立屋の親方Hans

Frumann死す。138番目の兄弟。もの静かな人物であった。（1446年の作

画）。

　3本脚の腰かけに座し，壁から突き出ているプックから吊り下げられている

長上衣の毛皮の嚢の飾り縁を縫っている。右側背後の壁には袖無Lの，ウエス

トをしぼった服が下げられている。仕事台には物指とラシャ鋏が置いてある。

　68．短剣作り

　1447年，シモンとユダの日（10月28日）に死す。姓はSchreder（名前のある

べき箇所は空白である），短剣作りである。139番目の兄弟。もの静かな男であ

る。（1447年の作画）。

　ナイフを押し当てて固定し，工作する為の特別な柱（万力）を備えた仕事台

の傍で，柄が取りつけられているナイフの峯の都分にヤスリをかけている。出

来上ったナイフ・短剣のうち，1本のナイフと短剣は仕事台に突き立ててあ

る。12v．（早稲田商学302号，P．186，Fi9．19）参照。

　68v．靴屋

　1μ7年，靴やのVlrich，枝の主日（4月2日）に死す。140番目の兄弟。も

の静かな人物であった。（1姐7年の作画）。

仕事机のうしろの丸い腰掛けに座して，尖がり靴の片方を木型に合わせてい

る。半月形裁断包丁が机につきさしてある。仕事部屋は丸弓形の入口に面して

おり，入口の，左下の部分，表通りに面して，小さな陳列棚が押し開かれてい

る。その上に出来上った2足の靴が並べられている。陳列棚の長さは短かいの

で，入1］の右端は空いていて店内への通路になっている。店内の壁の桟には靴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　899
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木型2足分が挿し込んである。

　69．靴屋

　1447年，靴やのHans　Ge1derBheimer，復活祭後の最初の目曜目　（4月16

日）に死す。14ユ番目の兄弟。（1447年の作画）。

　仕事場で縫針を手に，靴を縫っている図である。

　6虹　商用飛脚人

　1448年，商人達の使い走りをしていたが，その後飛脚を辞して時鐘係になっ

たHeincz　Wammusser，聖霊降臨祭週の木曜目（5月14日）に死す。142番

目の兄弟。もの静かな人物であった。（1μ8年の作画）。

　16v．　（早稲田商学302号，P，189，Fig，24）と同一構図の飛脚の図である。

しかし，私用の飛脚であるので市の紋章はどこにもつけていない。

　70。蹄鉄鍛冶屋

　紙面襲損の為，記事部欠落。（1坐8年の作画）。

　52．（早稲田商学305号，P．183，Fig．57）の模写。

　7脈．石工

　紙面毅損の為，記事部欠落。（1448年の作画）。

　石工は1本脚の腰掛けに座して，石面をつるはしで加工している。曲尺と水

準器とが未加工の石の傍に置かれてい孔

　71、らしゃ小売商人

　1鳩0牢，四旬節の申のレダーレ週の金曜日（3月20目），らしゃ商人Hans

HopPinger死す。145番目の兄弟。誠実な人物。（1450年の作画）。

　丸弓形の小さい切り込みのある台座の，背の低い商品台の傍で，らしゃ商人

が物指で布地を計って小売りLている。台の上には色とりどりの反物がある。

　71y．屠殺人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．72

　1450年，屠穀場の屠殺人である肉屋の0tt　PIesse1，聖フランスシの祝目後の

水曜目（10月7目）に死す。146番目の兄弟。もの静かた人物であった。（1450

　900
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　　亙ig．72．屠穀人
（Amb．317．2o，Bd．I，717．）

年の作画）。

　屠殺人は屠畜の左側こ立ち，柄の短かい手斧を振り上げている。助手が屠畜

の頸をLっかりとおさえてい乱助手は赤革のすね当をし，赤色の立襟カラー

の青色ジャケットを着ている。そLてジャケットの上に革帯を締めている。屠

殺人は頭巾のある兄弟館の制服を着，仕事の邪魔にならないように長い頭巾の

下端をベルトの間にはさみこんでいる。

　屠殺考の振り上げている手斧は反対向きにたっているが，これは斧頭の峯で

屡畜の前頭部に打撃を与え，先づ意識を失わせる為である。そして次の処置が

進められてゆくのである。この当時、すでに屠殺に関し厳しい規定があった。

生後四週間以内の未熟獣の屠殺，片目，片足等の傷害や腫物のあるものの屠殺

は禁止されていた。亦屠殺後，その肉は2日間のみ販売が許可されていた。そ

して親方は市の定めた公衆浴場へ職人や徒弟をやらなけれぱならなかった。
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　72。日傭のモルタルこね

　ユ450年，聖ガレンの金曜目（ユO月16日）にlFriczSnebeys死す。彼は目傭

人であり，40年以上も当市のモルタルこねの手閻仕事に従事Lていた。147番

目の兄弟。誠実な男であった。（1450年の作画）。

　36（早稲田商学305号，P．164）を左右逆にした図で，この図ではモルタル

こねの箱の前にすべり止めの杭が打ちこんで狂い。

　72v．錠前金具作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．73

　1451年，カーニヴァルの前の月曜日（3月8日），錠金具やのHans　ScheI－

hamer死す。148番目の兄弟。もの静かな人物であった。（1451年の作画）。

　錠金具やは豪華な装飾が施こされている錠前の金具をハンマーで加工してい

る。仕事台には1枚の未加工の金具板と3本の鍵，そして各種の道具がちらぱ

っている。右側には金敷，背後には燃えさかっている鍛冶炉と長いヤットコが

Fi9－73．錠前金具作り
（Amb．317－2。，Bd．I，72v．）
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ある。

　73・車大工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．74

　1451年・車大工のHulのU1rich親方，聖ミカェルの日の前の水曜目（9

月22日）に死す。149番目の兄弟。善良た人物であった。（1451年の作画）。

　10平・・26v・，51v・（早稲田商学302号，P．184，P．197，305号；P．182）の図

を敷術した図である。

　兄弟館の制服の上に長い革の前掛げをLてしている。作業場の床上，左側に

は切り株に3本脚をつげた腰掛と、組み上げる前の車輸の一部が置かれており，

右側には種々な道具類，手斧，車輸のこしき（車輸の中心部でスポークをさし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ム込む都分。こ∫に車軸が通る。）にスポークをはめ込む穴あけ用錐，車輸の外縁

やスポークの円形部を削る為の両柄の特別な削り道具，鍵が置かれている。鍾

は日本でも古くから使用されている削り道具で，両柄を握って使うのでカが入

り，能率よく広い面を平らに削ることが出来る。亦，丸捧や車輸の曲面部を削

　Fi9．74．車犬工
（Amb・317．γ，lBd．I，73）
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るに蟹めて適している道具である。

　73∀．財団管理人

　1452年，11万人のおとめ祝別目の後の金曜目（10月27目），Peter　Mendel

一世の孫のPeter　Mende1三世は，12人兄弟館の管理考となる。同時にカル

トジオ修道院の管理老にも就任する。1473年，聖母マリア訪間祭の目（7月2

日），Peter　Mendel　III死す。彼は21年間にわたり管理考を務めた。この問37

人の館の兄弟を送り葬った。更に彼の死後の14日間に38人の兄弟達が死んだの

で，・市の決議によって，急遼新しい管理者が任命されることとなった。

　毛皮の縁飾りのある長上衣を着用Lた管理考Peter　MendeI　III（就任期

間，ユ452～73，死亡年1473）とポソネットを被った彼の夫人Apollonia，旧姓

Waユdstro㎜erが祭壇の前に脆いている。各々の足許にはメンデル家及び

Waldstromer家の紋章が画かれている。祭壇の上段面は縞模様に染め分げて

ある房のついた敷物で覆われている。その上にある三折祭壇屏風（ぽかした薄

褐色になっている）には三聖人の像が画かれている。そしてこの衝立はゴシヅ

ク様式の小尖塔に作られた支柱で支えられており，更に中央都上辺はゴシック

式花漢様と三弁花の装飾のあるアーチで飾られている。

　74．傭兵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晦．76

　1452年，救世主御公現の日の後の水曜日（1月12日），CmratKeher死

す。彼はほ父45年聞を傭兵として遇Lた。150番目の兄弟。（1452年の作画）。

　手綱のある白馬に乗り，檜を肩にかついだ傭兵が，生い茂った緑の草原を左

の方へ進んで行く。図中彼は兄弟館の制服を着ている。そLて鉄板製の帽子を

顔まで真深にかぶっている。迫車の付いた長靴をはいている。

　14世紀以来，騎士階級はゆっくりと没落してゆき，それまでのように戦かい

の中心にたることはたくなった。そして戦争が次第に日常化してゆくにつれ，

経済的な職業的な傭兵に代っていったのである。傭兵の武器は各自が調えた。

最も一般的で重要な武器は，柄が6mほどの長槍と，2mほどの矛槍であっ

　90｛
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　　Fig．76．傭兵
（Amb，317．2o，Bd．I，74）
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た。矛槍は鉄の穂先の1方の側に斧が，反対側に騎上の兵土をひきずり落す為

の鈎がついている槍である。すぐれた武器を持つほど給料は良かった。歩兵の

場合，毎月6～10グルデソ，騎兵の場合，平均15グルデンであった。これは腕

の良い職人の賃金より良かった。指揮官になると500～3000グルデンも貰った。

（註：グルデン，銀貨の名称で，約2マルクに当る。）

　当時は身分による衣服規定が犬変厳しい時代であったが，傭兵達はこれを無

視Lて，賛沢な・奇抜で撃美な服装を競った。こうした状態にr彼等は不幸で

みじめた生活を送り，四六時中死を覚悟Lていなげれぱならないのだから，そ

の代償として少しぱかりの喜びと楽Lみを認めてやってほLい」とマクシミリ

アン皇帝は弁解している。

　74v．仕立屋

　1452年・復活祭の休みの目（4月12日），AurbachのU1rich死す。彼は仕

立屋で151番目の兄弟である。（1452年の作画）。
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　仕立屋は支脚が豪率な造りの仕事机に向い，ラシャ鋏で反物を切り分けてい

る。天井から下っている裸には，毛皮の縁飾りのある，ゆったりした長上衣が

吊るしてある。亦裁断済みの生地が掛けてある。透視図法に従って床タイルを

描き，室内の奥深さを示そうとLた図であ乱

　75I香宰料商人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9・77

　1453牢，スラブ人だと言われた香辛料商人のPerchtolt　Kromer，聖霊降臨

祭の前の月曜日（5月1媚）に死す。152番目の兄弟。（ユ453年の作画）。

　香辛料商人が商品を入れてきた榑の上に置いた板を陳列台にして，小型の携

帯用天秤で商品を計り分けている。陳列台にはいくつもの小さい麻袋が口を押

し拡げられて並べられている。その中には，赤，茶，黒色の棒状や粒状をした

種々の香辛料が入っている。通りのうLろには相接して赤い波形瓦の2階建の

家が2軒ある。右側の破風はのこぎり壁につくられている。

　中世ヨーロッパ人は非常に香辛料を珍重Lた。それは肉を料理する際その

Fi9．77．香辛料商人
（Amb，317．2o，Bd．I，75）
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臭みを消すのに必要であったし，手のこんだ料理のスープ用調味料として欠か

すことの出来ないものだったからである。更には活力を与える働きがあるとい

うので，万病に効く薬剤としても考えられていたからである。昔からよく用い

られていた香辛料は，にんにくとからしであったが，十字軍の遠征以来，搦淑，

生姜，肉桂，ニクズク，丁字，パンウコソなど各種のものが豊富に東洋から舶

来されるようになった。しかしこれらのものは大変高価な貴重品であったので，

13世紀以前では国王，貴族・領主，富豪のみLか入手出来ないものであった。

修道院では香辛料は媚薬であると目していたのでその使用を避けていた。その

為修道院の料理はまずいという定評であった。

　75v．帽子屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜g．78

　1454年，帽子やUlrich　Goczseygert死す。153番目の兄弟。（1454年の作

画）。

　3段に区分けした帽子揖げが壁の高い処にかげてある。種々な色の毛製の帽

　　Fi9・78．帽子屋
（Amb．317．2o，Bd－I，757．）

90？
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子が掛げてある。帽子やが手にLている棒は帽子掛けから帽子を取り降ろすた

めの用具である。

　帽子の起源は古く，古代エジプトやギリシャの蒔代から見られている。防暑，

防寒，防砂及び戦闘防御用として頭を保護するという実用性と同時に，階級の象

徴でもあった。図の帽子はクロッシエ型の帽子である。釣鐘型といわれるよう

に，クラウソ（頭にかぶる部分）が深く，プリム（つぱ）がさがってい乱この型

の帽子はキリスト教初期にすでに見られる。この他，ボレロ型の大型の帽子が

15世紀に，亦，はなやかな飾りをつけたキャプリン型がユ6世紀に現われている。

　76．夫工

　1454年，犬工のRudo1f　Meir，聖ロレンツの日の後の火曜日（8月13日）

に死す。154番目の兄弟。（1454年の作画）。

　大工がまっすぐに組上げられた木骨家屋の角柱の前で，右手に握った手斧を

振り上げて作業Lている。足下の地面には大きな斧と両手錐が置かれている。

　76v．　　’｛ン屋

　1455年，元旦の後の木曜日（1月2日），パ：■やのJakob　Deyge1死す。155

番目の兄弟。（1455年の作画）。

　パソ焼き職人がパン焼窯の左側から，長い柄の木製シャベルを窯の中に差し

こみ，パソを取り出そうとして，中の工合を窺っている。弓形に開いている窯

の口から，狐色に焼げたパンの塊がいくつか見える。この開口都中央すぐ上部

に，小さい四角形の通風用孔があいている。バソ焼き窯は，ゆるい傾斜の一寸

変った寄棟屋根で覆われている。屋根のすぐ下の部分には・突き出した，上に

反った樋のような溝がついている。窯の前の地面には，窯からかき出Lた灰や

炭の1」」がある。

　77．舗装工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ng．79

　1456牢，聖母マリア御潔めの祝日前の木曜目（1月29日），舗装工のHeinrich

親方死す。156番目の兄弟。（1456年の作画）。
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　ぷ9．79．舗装工
（A㎜b－317．γ，Bd．I，77）

　ドイツの都市では12世紀まで舗装道路はなかったが，リュベックで1310年，

ベルリン及びフランクフルト・アム・マインで1339年，ニュルソベルクでは

1368年から舗装されるようになった。初めの頃は砕石がよく用いられたが，次

第に石板や煉瓦が用いられるようにたった。舗装工事人が一部分掘り返されて

いる舗装道路の上に，一本脚の腰掛げに座して仕事をしている。作業用の小さ

いハンマーの柄で舗面に今敷いた丸石片を軽く叩いて凹凸の汰いようにしてい

る。一本脚の床几は作業に従って工事人と一緒に直ぐ移動出来るよう，紐で腰

にくくられていて，作業中常蒔舗装工の尻面に付いているのである。ドイツの

舗装工は有名なこの】本脚床几を用いて舗装しながら後方に移動してゆくのに

対し，フランスやフラ：／ドルでは四本脚の小腰掛で前の方に移動したものらし

い。敷石の下の路面を掘り下げたり，敷石を打ち込むのにはハンマーを用い，

コテは敷石の下面や合せ目に砂を詰め込むのに用いる。

　図の背後の瓦ぶき切妻屋根の二軒の家のうち，左側の家はのこぎり壁の破風
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　266　　　　　　　　　　　　早稲田商学第309号

で，軒下は波形模様で飾られている。そして幅のせまい支柱で2つに仕切られ

ている窓がある。窓にはゴシック様式の豪華な飾りがあり，背が高い。窓用ガ

ラスに継ぎ合せた小さいガラスしか使用出来なかった当時，窓の大きさは自ず

と隈界が生じた。隈界を越えた犬きい窓が欲しい時には，その一つの窓の問に，

幅のせまい支柱を入れ，二つの小さい窓を並べるという図のような様式が考案

されたのである。

　遣路舗装の歴史に関しては下記文献参照

　Johann　Beckmann，Beytr互ge　zur　Geschichte　der　E出ndmgen．Bd．2．

Leipzig1788．S．335～364．

　ヨハン・ベックマソ；特許庁内技術史研究会訳。西洋事物起源，皿，ダイヤ

モンド社，昭和57年6月，p．418～431．

　R　M・Feldhaus，Die　Technik　der▽orzeit，der　geschichtlichen　Zeit　und

der　Naturv61ker．Leipzig1914．Sp．1088－1089．

　77v、日傭取り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜g．80

　1456年，聖ゲオルギウスの祝日前の水曜目，Hans　Pheu朕er死す。彼は長

い問遣路の溝さらいの仕事に当っていた。157番目の兄弟。（1456年の作画）。

　はざま胸壁を備へ，扶壁のある市の外壁の溝のわきで，目傭人がシャベルで

汚物をさらっている。その背後には，銃眼と軒蛇腹のある瓦屋根の円形塔が二

つ並び，その閻にはさまって第二の城壁が見える。

　中世の街路はごみや汚物を路上に放置したり，夜閻ひそかに持ち出し亦二階

の窓から投げ棄てたりする不心得者が多くて，ひどくきたない場合が多かっ

た。原貝蓼とLては各人が自分の家の前を責任を持って掃除しなくてはならなか

ったが，守られることはなかった。実際に清掃に当ったのは掃除人夫である。

人夫はそれぞれ受げ持ち区の塵芥・汚物を収集して廻り，汚物章や舟に積んで

市外に運び出しれこの人夫の給料や清掃費用は区内の住民が負担したのであ

私公共の事業として公費によって清掃が行われるようになるのは中世も終り

910
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　Fig．80．目傭取り
（Amb－317－2。，Bd．I，77▼．）
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　Fi9．81。抽章作り
（Amb．317．2。，Bd．I，78）

の頃で，ニュルンベノレクでは1490年からである。

　78．抽車作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．81

　1457年，聖ガレンの祝日前の日曜日（10月9日），抽車作りのEnderes死

す。158番目の兄弟。もの静かな人物であった。（1457年の作画）。

　陳列台を前にした窓ぎわの仕事台に向い，抽車作りは半身を覗かせて，花車

（小歯車）のついた抽車の取付金具を打ちつげている。立派な飾り金具の蝶番

のついた陳列台は外側に開くようになっている落し戸である。戸の嚢側中央に

ついている棒で支えられている。幅広い窓枠を用いた仕審台には異った形の小

さい金敷が2個，一つは長い角のある卓上型で他は平面箱型が置かれている。

その間にヤスリが1本ころがっている。抽車は鉄で作られ，時には錫メヅキが

施される。拍車作りは抽車の外に，馬街（くつわの口中に入る部分）の支え棒，
了プ…

鐙，馬の鉄櫛も作る。
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　拍車は人聞が馬を安全・自由に操縦する為の必要な制御道具の一つである。

股で馬体を締めつげたり，手綱を操ったりするのと同じ様に，向きを変える際

に馬の腹都を刺激して御する道具である。亦，馬に懲罰を加える時にも使われ

る。靴の踵に止め革や止鎮，或いはねじで取りつげられる。

　最も古い型式の拍率は一端がとがった短い棒を踵にとりつげた尖刺拍車で，

前4世紀にケルト人に使用されていたと言う。東洋ではスキタイ人が前5世紀

にやはり知っていたと言う。13世紀に入って尖刺摘車に代って花車を具えた柄

の長い型のものが作り出されたのである。

　抽車の歴史に関しては下記文献参照

　Ahisto町oftechno1ogy．Vo1．2．Oxford1956，S．556～559．

　技術の歴史，（4），P．492，筑摩書房，昭和38年2月

LWn　White　jr，Medieva1technology　and　s㏄ia1cha㎎e．0xfo妃1962．

S．150．

　78v、紡糸用糸巻き棒作り　　　　　　　　　　　　　　　㎜g．82

1457年，糸巻き棒作りのWeren1ein　ReinmOn，ガリーの後の月曜目（10月

17目）死す。159番目の兄弟。（1457年の作画）。

　糸巻き棒作りが大きな切株の台に据えた角棒を手斧で削っている。左後方に

十字形台座の長い糸巻き棒が立ててあり，右側には紡いだ糸を巻きとる糸巻き

車，そして前方左には薄板を編んで作った糸玉入れバスケット，その傍には紡

がれた糸を織機に掛げる前に洗濯する時の叩き板が2個ある。

　絹織緯のように始めから連続した糸になっていたい綿や羊毛のような短い繊

維は，ひき伸Lて撚り合わせ一本の長い糸にする紡績作業を必要とする。初め

は手撚りで行っていたが，紡錘車のついた短い棒が用いられるようになり，紡

績作業は犬発展をLた。次いでこの作業に短かい手持ちの糸巻き棒が加えられ

た。繊維をあらかじあ粗糸にして手持ち糸巻き棒に巻きつけておき，こ∫から

紡錘に繊維をひき出してゆくのである。目一マ時代初期になると長い糸巻き棒

912
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Fi9．82、紡糸用糸巻き棒作り
（An1b．317．2o，Bd．I，787．）

が代って登場した。長い棒の先端につげられたV字形の刻み目に繊維を支えの

環や枠で付げておき，ここから紡錘にひき出すのである。この方法は一見Lた

ところ直接繊維から紡ぐという最初に復するだげのように思えるが，大変な改

革を含んでいた。長い糸巻き棒はその一端を帯の間に挿L込み，棒の中辺を腕

にか∫えて充分に安定して支えることが出来るし，亦しっかりした台座に据え

ることも出来るので，両季が自由になり，片手で繊維を引き伸しながらもう一

方の手で強く紡錘を回転させることが出来る。従って極めて細い，強靱で均質

な紡ぎ糸を得ることが出来るようにたった。13世紀になって機械化された紡錘

車が出現する迄好んで使用された。

　ニュルソベルク市ゲルマソ博物館所蔵の1400年代の板絵r子供といるマリ

アとエリザベス」の図に，長い糸巻き棒と糸巻き車の図が画かれている。

（Gemanische　Natioml㎜sem　N廿mberg．Ram13．Nr，159．同博物館
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カタログ，展示品番号159．p．159）

　春の使考，聖ゲルトルートがやって来る日（3月17目）にはrねずみをつれ

たゲルトルートが紡ぎ女達を部屋から追い出す」と言われている。長い冬が終

り春がやってくると，部屋にこもって行っていた糸紡ぎ仕事もこの日に終り，

亦，終らねぱならないのだった。

　79．石工

　1457年，11月16日，石工Hans　Scheurer死す。160番昌の兄弟。（1457年の

作画）。

　79v、真録細工師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．83

　1458年，聖母マリア昇天祭の前の金曜日の夜（8月11日），真録細工師の

Kuncz　Franck死す。161番目の兄弟。（1458年の作画）。

　弓形の縁枠入口の奥の仕事場で，真録細工人は鋳造された真録燭台の柱にヤ

　Fig・83・真録細工師
（Amb－317－2邊，B吐I，797．）

9I4
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スリをかけ美しく磨いている。仕事机には2本の蟻燭を灯す二腕の燭台が2個

と取手のある真録製コッブ1個，そして豪華な聖体顕示用容器が置いてある。

天井近くの梁に設げた棚には，5枚の大小さまざまな真録製深皿が整然と陳列

Lてある。真録細工師達は16世紀初頭頃までは金細工品と紛うような，そして

芸術的製品の生産に特に力を入れていた。1400年頃ニュルンベルクで新Lい真

録加工，真録鋳造の技法が開花L亜100年後にはその繁栄は絶頂に達した。そ

の技術はドイツの中でも抜きんでていた。

　下記文献参照

　W．Fnes，DasNumbergerK哩fersch㎜ede㎞ndwerk．Ku1turdes　Hand・

werks．M直nchen1926／27．S．120～123．

　80．靴屋

　1459年，靴やのMartin　Swob，聖マルチソ祭前の水曜目（1月7目）死す。

162番目の兄弟。（1459年度の作画）。

　靴やは半月型包丁で革を裁断している。

　80v．パン屋

　1460年，バソ屋のHeincz　Dittenho脆r，シモンとユダの祝日前の木曜日に

死す。163番目の兄弟。（1460年の作画）。

　小さな通風孔のある窯に，尖頭形の生パンを木製シャベルに載せて差し込う

とLている。窯の中には巻パソ等の生パソが見える。

　81．真録板展伸工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷg．84

　1462年，聖バレソタイソの祝日前の土曜日（2月13日），真録板叩きのKmcz

Hirsfoge1死す。164番目の兄弟。（1462年の作画）。

　三方が壁面で囲まれている構内で，真鐵板展伸工が石材に腰かけ，四角な断

面の槌で細長い真録板を真直ぐに叩き伸ぱしている。細長い板の上に置かれた

鉄のブロヅクの特別な金敷が用いられている。うしろに縛って巻きこんだ帯状

の原材料の真録板の束が置かれている。真録板展伸工は銅と亜鉛を調合して，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　915
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刑9．84．真鐵板展伸工
（A皿1b．317．2o，Bd．I，81）

鋳造所内の熔鉱炉で原材料の薄板も作る。

　下記文献参照

C㎞．Weige1，Abblldmg　der　geme1mutz1lchen　Haupt－Stande　Regens－

burg1698．S．317．

　81マ．使T

　1462年，クリスの目の前の日曜日（12月19日），ヴェネチア商人のメッセソ

ジャーでもあり，亦域のメッセソジャーでもあったKuncz　Stirener死す。

165番目の兄弟。（1462年の作画）。

　16v。（早稲田商学302号，P．189，Fig，24）の模写である。

　82．ブリキ職人

　ユ463年，聖オズワルドの祝日前の水曜日，ブリキ職人Kunrat　Eschen1oer

死す。彼は18年の間，職人小評議会から任命された8人評議員の1人であっ

た。166番目の兄弟。（1465年の作画）。

　916
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　43∀．（早稲田商学305号，P．174，Fig．49）を犬くし，左右を反対にした模

写である。金敷の傍の小机に材料のブリキ板が積み重ねてある。

　鉄の薄板を錫でおおったブリキはドイツの特製品であった。ブリキは表面の

酸化を防く“為に鯨油や獣脂でおおった熔融錫の中に，薄鉄板を浸Lて製作され

た。

　82v．皮なめし工

　1464年，聖トーマスの祝日前の金曜日（12月14日），皮なめしやのV1rch

Peringer死九167番目の兄弟。（1464年の作画）。

　34（早稲田商学305号，P．161，Fig．39）の模写。

　83・　荷馬車の駆者

　1464年，聖女オディリァの祝目前の晩（12月12日），Hans　Premlein死す。

彼ぼスタイソベック出身の駁考と自称Lていた。168番目の兄弟。（1464年の作

画）。

　32v．（早稲田商学305号，P．158，Fig37）の荷車を，何も積んでない箱型荷

台に変えただげの下手な模写であ乱今駆者はながえの可動部分；横木の工合

を注意深く見てい乱車のなカミえに回転出来るようにゆるく鋲留めされた横木

がある。この横木に馬の引き綱が結びつげられていて，荷車が牽引されるので

ある。このような横木の出現は13世紀に匁ってからである。これによって多少

安定Lて車の進行方向を変えることが出来るようにたったが，まだ不充分で，

転覆の恐れはあった。自由に，安定して方向転換が出来る為めには，車台に固

定されていた車軸を，自由に回転出来るボギー章にすれぱ良いのである。この

ような車は天才的な車犬工であったケルト人により，前1世紀頃発明されたの

であったが，ヨーロヅパで，この発明が理解され，一般に使用されるようにな

ったのは15世紀になってからのことだった。ニヱルソベルクの荷車屋の歴史に

関Lては下記文献参照

　Joh．Ferd．Roth，Geschichte　d鵠Nむmbergischen　Handels．T1．4．Leipzig

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　917
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1802．S．353～356．

　83v．　肉屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9．85

　1465年，聖ペトロ・パウロ両使徒の祝日の土曜日（6月29日），肉屋のHans

EnBunger死す。169番目の兄弟。（1465年の作画）。

　肉屋は舟型の盤の中で一匹の豚をあおむげにして，大きなナイフで切り分げ

ている。すぐ傍の長い台には，切り分げた豚の前足が置いてあり，その前の木

橘には血が一杯入っている。屠殺用の斧と大きなナイフも見える。壁の桿には

生ソーセージが掛けてある。肉屋は肘のわきを切り裂いてある長袖を上の方ま

でまくり上げている。

　中世ヨーロッパで最もよく食べた肉は，農家で飼育するのに最も経済的で手

閻のか土らない羊で，次で豚であった。牛は農耕，運搬に欠かせない生産手段

であったので口にすることは殆んどなかった。牛の腰肉1枚5ペソス，同じく

　　Fig－85．肉屋
（A㎜b・31τ2o，Bd・I，8肘・）

9ユ8
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豚の場合4ペンスであった。因みに鮫が5～6匹で1ぺ！スと、・う状態で，肉

の値段ははるかに高価なものであったことが分る。

　84・バン屋　　、　　　’　　　　　　　　、珂㌫86

　1465年・シモンとユダの日の前の日曜日（10月27目），街頭のバ：／売りの

Vlrich　Galster死す。170番目の兄弟6（1465年の作画）。

　タイル舗装の街路に面Lた市壁に，既に設げられていたくぽみを店屋にして

いる。その丸弓形の窓に板を張り出Lて，うまそうな大きなバ：／の塊や巻きバ

ン・とんがりパンを並べて売っている。窓の左右の石壁に取りつけた桿には8

の字型ビスケヅトが掛げ並べてある。

　84v．蒐毛工

　1466年，聖ベトロがアンチオキアに教座を定めた記念日前の目曜日（2月16

目），布地仕上工のKmcz　Sigwein死す。171番目の兄弟。（1466年の作画）。

　布地仕上げ職人が，ラシャ布が天井から下げられている架台の傍に立ち，小

　ぷ蟹．86．バソ屋
（Amh317一γ，Bd．I，84）
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さい手鋏で仕事をLている。織り上げられ，起毛されたぱかりのラシャ布の表

面は，繊維が不揃いに突き出ていてざらざらした手ざわりである。勇毛仕上げ

工はこのけぱをバネ鋏で刈り込み，余分な毛を切り取って除き，平滑で手ざわ

りのよい布地に仕上げるのである。勢毛工の最も古い絵図は，フランスのセソ

ス（Sens）にある墓石の浮き彫りに見られる。

　勢毛工に関しては下記文献参照

　PauI　B蝸ndtチSchaffende　Arbeit　und　bi1dende　Kunst　i㎜Alte廿um　und

MittelaIte二Leipzig1927．Abb．167．

　Ahistoryoftechnology．Vo1．2．Oxford1956．S．215，Fi＆185一

　技術の歴史（5）P．142．Fig．110、筑摩書房　昭和38年5月

　85．バソ屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F虹87

　1466年，聖女オデイリアの祝目前の金曜目（12月12日），バンやのHeincz

Peuchlein死す。172番目の兄弟。（1466年の作画）。

　　Fig．87。バソ屋
（Amb．317－2凸，Bd．I，85）

920
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　兄弟館の制服の袖をまくり上げたパン焼き職人がパソこね槽のうしろに立っ

て，小麦粉を混ぜ合わせている。パンこね檜がのっている台の上，槽にそって

太い丸太が・槽がぐらつかないように差し止める為に横たえてある。台の前に

は取手のある木桶と大きな陶器のかめ（小麦粉用のものか？）が見える。背後

の瓦屋根で覆われているパン窯の1コからは，赤々と燃えさかっている炎が幾筋

も燃え上っている。

　バン窯の形は何世紀もの聞殆んど変らなかった。粘土や煉瓦，石で造られた

厚い円天井の卵形の室であった。この窯の内都で丸太や薪に火がつけられた。

窯の石が充分熱せられた臨灰が掻き出され，次いで生バンが入れられた。生

バンは初め高熱で熱せられるが，その後次第に温度が下ってゆくので，うまい

工合に申まで焼げるのである。このやり方はパン焼きに必要な条件すべてに合

致Lている自然な製法であった。

　朝食に新鮮なパンを食べたいという欲求が，パソを夜中に焼いておく習慣を

成立させていった。深夜から始まるこの仕事は中世末期から始まった。15世紀

後半には夜のこの作業に細かい市条例が規定された。

　85v．肉屋

　1467年，聖ニコラスの日の後の水曜日（12月9日），肉屋のFrid㎡ch　Ple・

cher死す。彼は1426年から45年迄の間，職人小評議会の8人評議員の一員で

あった。亦7年間に亘りニュルソベルグ市の職人祭における肉屋組合のカーニ

バル踊りの宰領を務めた。173番目の兄弟。（1467年の作画）。

　彼の肖像画である。彼は毛皮の縁飾りのある胴衣を着用L，刺しゅうされて

いる飾り帯をLめた姿で画かれている。勿論兄弟館の制服とLての頭巾を肩に

かけている。右手には花冠の上に横たわる羊の彫刻のついた豪率な肉屋組合の

権杖を捧げ持っている。彼の組合内での地位をよく示している図である。

　86・蹄鉄鍛冶屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耐9．88

　1467年，聖霊降臨祭前の水曜日（3月13日），善良なる蹄鉄親方のHans

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　921
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　Fig・88・蹄鉄鍛冶屋
（Amb．317．2。，Bd．I，86）

Pfa伍㎝ho伍er死す。174番目の兄弟。（1467年の作画）。

　蹄鉄工は兄弟館の制服に黒いベレ帽を被り前掛げをしている。前掛げには遣

具の一つである小さい環がぶら下げてある。彼は，傍の騎士がしっかり押えて

差し出している馬の右後足の傷んだ蹄鉄の釘をヤットコで抜き去ってい乱馬
　’・ナズナ

は端綱を壁の鈎に結びつけられ，おとなしくしている。すぐにも乗り出せるよ

うに鞍をつげ，飾り立てられている。騎士は赤色の短かい胴着に，同色の房飾

りのついた縁なし帽子で，長い柄の花車の拍車を装備Lた長靴という出て立ち

　　　　　　　　　　　　　　　ヒヅ■
である。床上には古い蹄鉄と馬の蹄を削り取る道具，そして先をふたまたに割

ってあるハンマーがおかれている。

　蹄鉄鍛冶は，寸法も計らず，蹄を詳しく調べもせず，ただ馬を2・3回彼の

前を引いて通りすぎるだけで完全な蹄鉄をつくることが求められる，という難

かしい親方試験に合格Lなけれぱならなかったという。

　86マ．犬工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・89
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　　　Fig．89。大工
（Amb．317．2。，Bd．I，867．）

　　　θ〃　　　一

　　　　　　　uし1
ひき臼　・

　回転鞄
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　　　　　　娯匡
　　　　　　　　＾

水章

Fig．90．

　1468年，聖バルプルゲソの日の前の木曜日（4月28日），犬工Wila　E㎎e1二

hart死す。175番目の兄弟。（1468年の作画）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
　大工が木の台に固定されている4本幅（スポーク）の車輸の外縁（リーム）

を手斧で荒削りLている。その奥には同じ様に木の台に固定されている水章の

水輸がある。さて水車の水輸に図のように回転軸を固定Lた後で，水輸に並べ

て，外縁側面に木製の歯をはめこんだ車輸を固着する。そしてその上都に，幅

の小さい歯車をかみ合せて製粉所のひき臼を運転させるのである。（Fig．90参

照）

　中世に入ってから水率が強加こ活動するようになった。そしてどの大工も水

車建造が出来なげれぱなら孜いものと恋った。

　87．甲胃磨き工

　1469年，元旦（1月1日），甲胃磨きのHanns　Derrer死す。176番目の兄
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弟。（1469年の作画）。

　7v．（早稲E日商学302号，P．182，Fig．15）の左右を逆にLた模写である。

　　　　　　　　ク手ガヰ　　　トメガネ
　87v．ヵバンの口金・釦金作り

　1469年，聖ヤコブの日（7月25日），Peter　Is1inger死す。彼は鞄の真録口

金やバックルの製作者であった。177番目の兄弟。（1469年の作画）。

　釦金作りは万力の上で，真鐵製の財布締め金にヤスリをかけている。万力は

12v．（早稲田商学302号，P．186，Fig－19）と同様のもので，仕事台に固定し

てある。

　この職業に関しては

　Chr．Weigel，Haupt－S伽de，S．359参照

　88、金細工師

　1469年，聖ロレソツの祝日後の土曜目（8月12日），金細エ師NiclosVogle・

steiner死す。178番目の兄弟。誠実な人物であった。（1469年の作画）。

　3本脚の腰掛けに座して，金敷の細口の縁で，金で縁飾りした銀鉢を叩いて

いる。机上には蓋を外Lた華麗な酒杯と青色の宝石のついた指輸がある。51．

（早稲田商学305号，P．181，Fig．56）と同様の図である。

　88v．旅亭の主人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9・91

　1470年，聖パウロ回心の祝日前の火曜日（1月24日），旅亭の主人JOrg

Star㏄死す。179番目の兄弟。（1470年の作画）。

　板張りの天井，開けはなたれた窓，旅亭の客室の模様が遠近画法で描かれて

いる。画面中央を横切って，真白なテーブルクロスを掛げたテーブルが置かれ

ている。その上に焼いた鳥肉と，つけ合せの野菜を盛った料理皿と，2枚の小

皿，そして切り分けたパンがある。

　テーブルに沿って四人の男達が座Lている。テーブルの向う，壁側の三人の

うち二人は縁のある赤い帽子を被り，一人は縁なL青色帽子である。ナイフと

コヅプが見られるが，フォークは旋い。テーブル手前右側の長いブロソドの髪

　924
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　Fi9，91二旅亭の主人
（A㎜h317．2。，Bd．I，887．）

の若者は，短かい胴衣で，拍車のついた巌丈な長靴をはいている。長靴の上辺

は折り返されている。左側に旅亭の主人が立っている。取手のある蓋のしてあ

る容器を下げ，太くて短かいガラスのコップを差し出してサービスに務めてい

る。彼は灰色縁なし帽子を被り，兄弟館の制服を着用し，財布を下げたベルト

を締めている。床上には酒を冷やすタライ桶が置いてあり，中に吊し紐のつい

た大きなフラスコが入れてある。

　この当時，食卓は室に常時置かれていたのではなく，食事の都度運び込まれ

組立てられた。A字型をLた脚のウマ，或いはX字型に組んだ脚立の上に大き

な板をのせて出来上った。そして食事が終るとすく“分解Lて片付けられてLま

った。亦食卓は壁ぎわに設置され，人々は壁側に沿って並び，座った。室の中

央側の部分は給仕用に空けられていた。中世の室内は殆んど何も家具のない状

態が普通で，腰を下ろす為には壁ぎわに作りつけられているベソチ（石製のも
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のも，木製のものもあった）か，長持の上か，そうでたげれぱ床上に敷いたク

ッションに座すしかなかった。従ってこのように椅子が固定されているので，

デーブルの方がそれに合せて動いたわげなのであ飢1490年頃からようやく椅

子が大量に使用されるようになったので，今度は食卓が壁ぎわから離れて室の

中央に置かれるようになった。そしてホスト・ホステスが向い会って座して宴

を張ることが出来るようになったのである。

　食卓にはフォークもスプーソもナプキンも無かった。ナイフだげが，それも

一本置かれているだけだった。フォーク，スプー：■，ナプキンが一般に使用さ

れるのは18，19世紀になってからである。料理は指を使って食べられた。よご

れた指はその都度床に届くほど長いテーブルクロスの端でふきとられた。従っ

てひどく汚れるので，豪筆な宴席になると料理の変るたびに取り換えられたと

いう。食時中は男性は長い髪の毛がスープに落ち込まないように帽子を被るの

が慣わしであった。亦食事には1本のナイフが廼されて使われるので，各自が

自分用のナイフを持参するのがマナーにかなうこととされた。

　89。馬具師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi＆92

　1470年，四旬節の日曜日（3月11目），馬具師U王rich　Schwab死す。180番

目の兄弟。（1470年の作画）。

　仕事台のうしろに立って首輸を作っている。その傍に鐙のついた鞍があ乱

亦壁の樟には革帯と幅の広い首輸がか∫っている。

　かじ棒や引き綱，引き革が胸帯の中央部に取りつげられるようになった時，

腹帯の索引具とLての役目（早稲田商学305号，32v．P．158参照）は終った。

そして亦胸帯は首輸へと発展した。首輸の出現は10世紀の頃セ，更に12世紀に

入ると芯の入った近代的牽引具に完成するのである。

　騎手が安定Lた姿勢で馬に乗り，戦場で充分に戦うことが出来る為めには，

LっかりLた鞍と鐙を必要とLた。鑑は人手を貸りたり，ふみ台を用いなくと

も馬に乗ることが出来て便利なものであるが，それ以上に，戦場で疾走する馬
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　Fi9，92．馬具師
（Amb．317．γ，Bd，I，89）

上から刀を振り廼したり，両手で弓を射る蒔になくてはならないものだった。

足をふんぱり体を固定することが出来ないと転落してしまうからである。鐙は

中央アジアの騎馬民族により発明されてヨー回ツパに伝えられたものと思われ

る。

　鞍は騎手の腰や尻を快適に支え，しっかりと固定する為の馬具である。亦馬

上から短槍を投げたり，長槍で刺突する際の反動・衝撃の為めに騎手が後方に

突き落される危険を防ぐ為のものであった。従って鞍尻を高くLて腎部を支え

るように作られている。鞍は馬の腹にめぐらされた腹帯でしっかりと取りつげ

られる。このような鞍は前6世紀スキタイ人やサマルチア人によって発明され，

ケルト人によって前4世紀にローマ人に伝えられた。

　89v．真録板展伸工

　1471年，3月4日，真鐵板叩きのHeincz　Swartz死す。181番目の兄弟。

（1471年の作画）。
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　81（本誌，P．271，Fig．84）の模写である。

　90、真録器具鋳型工

　1471年，聖マドレナの祝日の前の晩の日曜目（7月28目），真録鋳型工の

］okob　Mulner死す。182番目の兄弟。（1471年の作画）。

　鋳型工が仕事台に向って燭台の鋳型組立に没頭している。彼の前には3本の

蟻燭立が付いている三腕燭台と，尖った針が突き出ているローソク台が置かれ

ている。それらの間には鋳型製作用の粘土のかたまりがある。鋳型工は粘土，

砂，そして繊維のけぱ（これに関してはChhstoph　Weigel，Abbild㎜g　der

gemeim砒zlichen　Haupt・St釦dα　Regensburg1968．S．325．参照）を調

合して，真録細工人が注文する鋳物鋳型を作る。柔かい鋳型用粘土に，油を塗

った木型を強く押Lつけて鋳型が作られる。そしてこれらの数個の部分品から

鋳型が組み立てられてゆくのである。

　90v、勇毛工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜g．93

　1472年，四旬節第三主日の前の土曜日（2月29日），勇毛工のHaincz

Herc尾og死す。183番目の兄弟。（1472年の作画）。

　勇毛工は作業台のうLろに立ち，台の板面に拡げられた布地を，大き恋ぱね

鋏で刈り込んでいる。布地は四箇所，押へ鈎（真録製クランプ）で板面に固定

されている。彼は鋏の下刃に付いている鐙状の革バソドに左手首を挿L込み，

左手の指を上刃にかげて刃を動かして刈り込んでいる。右手で鋏を自分の身体

にあてがって，ふらつかないようにしっかりと固定している。細かく刈り込む

時にば，下刃に鉛の錘りを載せたりした。普通二人で並んで一緒に仕事をした。

クランブで押えた面積部分の刈り込みが終ると，クランプをはずLて先に送っ

た。そして勇毛台前方下部に置かれた低い格子状台に折り重ねられた。勇毛と

起毛（早稲田商学302号，6vリP－181，Fig．14参照）は交互に，望みの平滑さ

になるまで何回も続げられた。84v．（本稿P．275）と違って，生地を垂らして

作業するのでなく，勢毛台上で行うのは巾植後期になって始められた方式であ
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　　Fig．93．勇毛工
（Amh317．γ，Bd．I，90v．）

る。この方式は鋏を改良しながら19世紀まで続げられた。しかし骨が折れ，時

間のかかる作業であったので種々機械化が試みられた（レオナルド・ダ・ヴィ

ソチの考案のようた）が，19世紀童では解決されなかった。

　作業室の天井は板張りで，後は丸弓形の窓が2箇所開いている。窓の傍に白

墨で書いたメモが見られる黒板が下げてある。室の間仕切りは丸弓形の枠縁で，

その縁にもう一丁の大きな婁毛鋏が下げられている。

　91．給仕長

　1472年，聖女クニグンデイスの祝日前の月曜目（3月2目），Haincz　HaB

死す。彼は元は召使いでありた。184番目の兄弟。（1472年の作画）。

　ソフト帽を被り兄弟館の制服を着た給仕長の帯革には夫きな鍵が1個下がっ

ている。左手でジョッキを，右腕にバンを3個かかえて運んでい乱うしろに

霧除庇のある地下食料庫の開いている入口がある。そこに一2本の酒橘と壁ぎわ
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天井に近い柵に何個かのバンの塊が見える。地下食料庫屋根の上部にはのこぎ

り壁の蛇腹飾りがある。

　焼ぎたてのパ：■はまだ領主・貴族響の特権階級に隈られていた（本稿，85．p．

277参照）。一般にはパンは週に一度焼くか，亦は一週間分まとめて買うかして，

天井近くの棚に貯えた。何日か置かれたバンは，焼きたてよりもずっと腹もち

がよく経済的であると考えられていた。

　91v、短剣作り

1472年，ミカエル大天使の祝日前の日曜目（9月27日），短剣作りのWencze1

死す。185番目の兄弟。（1472年の作画）。

　短剣作りは兄弟館の制服を着て，縁を折り返してある粗毛製の帽子を被り，

仕事台に向っている。左手で砥石を台に立てて短剣を研いでいる。12v．（♀稲

田商学302号，P．186，Fig．19）参照。

　92、皮ためL工（白ためし）　　　　　　　　　　　　　珊g・94

Fi9．94．皮なめし工（白なめし）

　　（Amb．317．2。，Bd．I，92）

930
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，工1473年，づウリ回心の日の後の火曜目，皮なめし工Fricz　Egon死す。186

番目の兄弟。（1473年の作画）。

　皮なめし工は・兄弟館の制服の腕を高くまくり上げて仕事に励んでいる。皮

なめし用削り台に拡げた獣皮を，左右に握柄のある刃のない毛削り刀でこすり

騨毛Lている。左側には何枚かの獣皮を漬けた皮なめしの木桶がある。

　皮なめし工，特に白なめし工は雌・雄の鹿，かもLか，雌羊，雌やぎの皮の

加工が殆んどである。これらの皮ぱ先づ第一に毛が脱げやすくなるように石灰

浸液に浸される。石灰は生皮を膨潤させて，なめし剤の浸透を容易にするので

ある。榛皮剤としては，明ぱん，食塩，或いは脂軽用に脂肪や油が使用され

る。34v・（早稲田商学305号，P．161，Fig，39参照）

　革でなく毛皮を作るには，毛のついた生皮を枠に張って，明ぱんと食塩の溶

液を海綿につげ，生皮の肉のついている面を何回も浸してためすのである。

・92v．鎖確子作り

　1473年，聖母マリアの聖エリザベート御訪問の祝日後の員曜日（7月4目），

武装作りであり，兵士でもあったSeycz　Han死す。187番目の兄弟。（1473

年の作画）。

　10（早稲田商学302号，P．183，Fig．16）を左右逆にした模写である。

　93．財団理事者

　1473年，聖ゼバルドウスの祝日前の金曜日（8月13日），PauIus　Yo1ckamer，

12人兄弟館とカルトジオ修道院の理事老となった。そして1486年，聖ベトロの

鎖の祝日前の土曜日（7月29日）宙理事を辞す。彼が12人兄弟館の理事を務め

ていた期間に21人の兄弟が死亡した。（1473年の作画）。

　Pau1us　Volckamer（理事在任期聞1473～86，死亡1505年）とMagdalena

（旧姓Mende1）の夫妻は，斜に画かれている祭壇の前で，右の方を向いて脆

づき祈っている。祭壇の上面は敷物で覆われていて，錫製の燭台が左右に1本

づつ置いてある。祭壇上面奥には段があり，その段の正面にはキリストとその
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12使徒が画かれてい乱そしてその上にきらきらと輝いた三折祭壇が置かれて

いる。三折祭壇中央部にマリアとヨハネを左右に控えた十字架上のキリスト，

左翼にマグダラのマリア，右翼に聖女バルバラの像が画かれている。

　理事者は長い毛皮のマントを着ている。夫人は明るい緑色の襟なLの長いコ

ートをはおり，流行のポンネヅトで頭を包んでいる。そして長い，犬粒の赤色

真珠のような数珠を手にかげている。2人の足もとにはVOlckamer家及び

Mende1家の紋章が画いてある。

　93v．靴屋

　1474年，聖ベトロ，ア：■チオキアに教座を定めた日（2月22日）に靴やの

Petter　Velner死す。188番目の兄弟。（1474年の作画）。

　靴屋の店内を見てみる。仕事場は花弁彫刻の柱頭を持つ両側の柱と，その上

部に三葉形の狭間飾りのある三角小問を持つ丸弓形の豪華た枠縁のある部屋で

ある。正面奥には大きく陳列窓が開いている。そこには商品の靴が2足並べて

ある鉋壁面左上には靴の木型が，窓下には数珠がかげてある。肘掛げのある立

派な椅子と，支脚に立派た飾り彫りのされている仕事机が置いてある。半月形

裁断包丁が，材料革と1足分の靴底が並べてある机上に突き立ててある。靴や

は椅子に座して，皮紐で脚に巻いて結びつげる農民靴（ブントシュー）を仕上

げている。手にしているのは湾曲Lた革切ナイ7である。

　94。酒屋雇人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ng．95

　1474年，聖キリアヌスの日の前の火曜日（7月5日），酒屋手伝いのKmcz

Kastner死す。189番目の兄弟，（1474年の作画）。

　酒屋1手伝いが酒蔵入口のアーチのすぐ傲こ立ち，ブドー酒を一つの樽から別

の樽に移し入れている。双方の樽底の飲み口にホースを差し込み違結Lた上で，

一方の榑の側面にある小さな四角形の注入栓孔に輸を挿し込んで押し流すので

ある。片手で輸を操作出来るように，輸の下面の取手と樽のふちをくさび金具

で留めている。残る片手は真鐵製コヅクを握っている。
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　Fig．95．酒屋雇人
（Amb．317．2。，Bd．I，94）
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　固9．96．真鐵板板金工
（Amb．317．2。，Bd．I，947．）

　94v。真録板板金工　　　　　　　　　　　　　　　　　　ng．96

　1475年，聖母お潔めの祝目（2月2目），真録皿作りのHanns　Ho伍man死

す。190番目の兄弟。（ユ475年の作画）。

　板金工が店の前の舗装された路上で，真鑑薄板を叩いて水盤を作っている。

真録の円板を，皿や鉢の型に作ってある鉄製の雌型にのせて，板金用ハンマー

で真録を叩いて型通りに作っていくのである。更にこうLて叩き出された製品

に浮き彫り装飾模様をほどこすのであるが，これはピヅチを満たした容器の中

に入れて，外側をピヅチで固め，しっかり支えてから，内側から模様を打ち出

Lてゆくのである。或いば模様が彫り込んである鉄の雌型に入れて，その模様

通りに静かに打ち込んでゆくのである。14世紀以後になると可成り夫きな製品

も作られるようになった。これらの製品は果物を盛ったりするが，装飾品とし

て壁に飾られることが多かった。ドイツ各地で制作されたが，特にニュルンベ

ルクでは犬変に盛んで，世界中に輸出し，有名であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　933



290　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早稀…圧訂i萄学童誓309号

　店肉には角材を組んだ平らな天井にそって棚があり，種々な大きさの皿が並

べてある。

　板金工に関しては下記文献参照

　F．Fuh舵，Schmiede　md　verwandte　Gewerbe　in　der　Stadt　Bramsch－

weig，Leipzig1930．S．66．

　95．料理人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜9．97

　1475年，垣例の聖遺物（キリスト礫刑の槍と釘）拝観目直後の月曜目（4月

10日），長い間教区のロレソツ教会の料理人であったWi1helm死す。191番目

の兄弟。（1475年の作画）。

　前掛げをして，ベルトに小刀を下げている料理人が，火にかげた土製の壷を

撹枠している。そLて左手で燃え上っている火の中へ薪を押Lやっている。火

のそぱには同じような壼が更に3個も立て並べてある。かまどの上にはつるべ

のある鍋が吊り下げられているL，前には壷と両側に取手のある桶が置いてあ

　醐g．97．料理人
（Amh3工7一沙，Bd．I，95）

934



　　　　　　　　　「メソデル家12人兄弟館の奮」について（3）　　　　　　　291

孔かまどは平らな石製の台で，むきだしの炉火の簡単な型式のものである。

　95v．短剣作り

　1476年，キリスト受難の目（4月12日），ナイフ作りのLinhart　Lebenb血st

死す。192番目の兄弟。（1476年の作画）。

　68（本稿，P．255）と同一の図である。

　96．靴修理屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．98

　1476年，聖女バルバラの祝日後の月曜日（12月9日），古靴直しの0tt　Nor1－

inger死す。193番眉の兄弟。（1476年の作画）。

　蝶番で継である二枚の板を折り重ねて机面とし，飾りのある支脚をくさびで
，キ

貫と固定した立派な仕事机がある鉋古靴直しは，三本脚の腰掛げに座L片足を

机の脚にかげ，木型の入っている靴を両膝の間で押えて仕事をしている。机上

にある突き錐は，縫い合せ部分に針を通り易くする案内孔の針目をあける為の

ものである。そして靴の内外両側から2本の縫針を通し，縫糸をしっかりと引

　醐9．98．靴修理屋
（Anlb．317■2o，】≡…d＿I．96）
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っ張って縫い合わせていくのである。縫い糸は亜麻糸か麻糸を用い，引き易く

L，丈夫にするため樹脂蟻を塗ってある。机上の底革の前に小さい穴がいくつ

もあいている木片があるが，これは何枚かの底革を重ねてその縁の部分を縫い

合せる為に力を入れて案内孔を突き刺す時，膝の上に置くあて木である。

　96v．召使い

　1478年，枝の主目の前の水曜日（3月11日），Heintzと呼ぱれる召使いの兄

弟死す。194番目の兄弟。（1478年の作画）。

　ベルトに大きな鍵2本とナイフ1本を吊げた召便いが，長柄のそだ希でタイ

ル張りの床を掃いている。建物は両端に階段状の切り妻を持った石造りで，赤

瓦の小さい煙出L屋根で覆われた天券窓がある。部屋の三方にはブッチェン・

ガラスの窓があり，壁にそってぐるりと長椅子がめぐらされている。

　97、桶屋

　1478年，聖ヴィトウスの祝日前の木曜日（6月11目），桶職人の兄弟死す。

彼はかって12使徒小聖堂の寺男であった。195番目の兄弟。（1478年の作画）。

　11v．（早稲田商学302号，P．185，Fig．17）と同様である。橘屋のうLろに

削り台（Fig．99）が見られる。この削り台は，板をしっかりと押えておいて削

る道具で，指物師や其の他種々の処でよく使用されている。万力の類である。

　97v．紐つくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耐g．100

　1480年，昇天祭の日の後の目曜目（5月14日），Hams　Holfelderと呼ぱれ

た紐つくり死す。196番目の兄弟。（1480年の作画）。

　支注の上都に円盤の回転軸を有する装置が2個並べて置いてある。その閻に

ベンチを置いて紐つくりが腰かげている。左側の装置の円盤表面には4本の鉤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アラヒ早
が固定されている。あらかじめ作ってあった4本の素紐（16v・，早稲田商学302

号，P．188，Fig．23．参照）を，各々この鈎に引っかげて，右側の装置の円盤

中心にある1本の鈎まで引っ張り，1個所に童とめる。左右の円盤の遠度を違

えて，ゆっくりと互に反対向きに（例えぱ右手で右廻L，左手で左廻しする）
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足で（C）を強く踏みつけ乱板は（A）（B）にはさまれて固定される。

　Fig．75を参照されたい。

　　　　　　　　　　　Fi9．99．削り台

　　㎜9－100．紐つくり
（Amb．317．2o，Bd．I，97下．）
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回転すると・4本のひもは各々が同じようによられながら，更に1本の紐によ

り合されてゆき丈夫な紐が出来上るのである。この図は残念ながら，不正確た

描写であるので，作業の本当の様予を知る事は出来ない。この方法では出来る

紐の長さは装置の間隔で決まってしまう。そして連続的に長い紐を作ることが

出来ない。部屋の壁には出来上った紐が玉にまかれ或いはそのま上の状態で下

げられている。

　98．パン屋

　1480年，聖霊降臨祭前の水躍日（5月17目），BOzenのHannsと呼ぱれた

パン屋死す。197番目の兄弟。（1480年の作画）。

　長い兄弟館の制服を着たパン屋が，パソ窯から4本の尖りパンを木製シャベ

ルにのせて取り出している。

　パンは外皮が堅く，内部はほどよく充分に焼けていなけれぱならなかった。

堅い外皮は多くの人々に好まれた。風味が良いぱかりでなく，時間をかげてよ

く噛み砕いて食べるので腹もちもよかったからである。亦パンが傷ついたり，

ひからびたりするのを保＝護する役目も果Lた。バンの内都まで熱カミ通りやすく

Lかも固い外皮が出来やすくする為め，パソの表面積を拡げる工夫が種々とた

され，17世紀，バロック時代の頃にたって，引き伸ぱされた外皮の広いパンが

現れた。このようなパンを焼くことにかげてはイタリア人の右に出るものはな

かった。

　98v．荷下ろし人夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　聰g．101

1481年，聖アントニウス祭の後の木曜日（1月18日），V1richWindysch死

す。彼ぱブドー酒取引場の荷扱人夫であった。198番目の兄弟。（1481年の作

画）。

　図中斜めに置かれている，はしご枠で囲まれた荷車上にブドー酒榑が2本の

っている。この荷台から荷下ろし人夫が，綱を2本かげた榑を，樽運び用滑り

枠を用いて下ろそうとしている。綱はすべり落ちようとする樽にブレーキをか
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Fi9・101・荷下ろL人夫
（A㎜b．31τ2。，Bd．I，987．）
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けたり・種々と操作する為のものである。人夫の腰にはナイフが下がっている。

　99．　鳥刺し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g，102

　1481年・使徒パウロ回心の日の後の土曜日（1月28日），鳥刺しPaulus死

す。199番目の兄弟。（1481年の作函）。

　鳥刺しは森の中の隠れ小星の中にひっそりと腰かげて，小脇にかかえこんだ

捕鳥機を，右手で支え，差L出して，じっと待ち続けている。捕鳥機は長い棒

に割れ目を入れて，その間にカスガイを挿し込み，割れ目をひろげてあるもの

たのであ私カスガイは細紐に結ぱれていて，その紐の端しぱ鳥刺しの左手に

握られている。鳥が掩鳥機の棒に留ると，頃合をはかって，すぱやく細紐をひ

き，カスガイを外して鳥の小さい脚，或いは頭，羽榎の部分を割目にはさみっ

けて蒲えるのである。

　図中，森の中を飛び廼っている鳥や，留まっている鳥達は，すずめ科やしじ

ゅうから，あとりの類のようである。小鳥に関しては

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　939
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　Fig．102．　鳥刺し

（Amb．31γ2。，B乱I，99）

　Joh，Gei五er　von　Kaysersberg，Br6sam1in．StraBburg1517．Blatt91a、

　鳥刺Lに関しては下記文献参照

　K耐Lindner，Die　Jagd　im　fr直hen　Mittela1ter．Ber1in1940．S，306～

307md　Taf．42，43und74a．

　99V1貴族（ドイツ帝国教区会長を勤む。）

　1481年，枝の主日の前の金曜日（4月13日），貴族Pau1us　VOytt死す。彼

は一時Egユo伍stein城のSigmmd二世の下で，ニュルンベルグの教区会長

とLて奉仕Lた。次いで当市の市民となった。200番目の兄弟。（1481年の作

画）。

　彼は数珠を手にして，右手にある礼拝堂に行くところであ孔礼拝堂は丸弓

形の窓と入口，その入口の上部には小さいぱら模様の装飾がある。切妻赤瓦屋

根の上には十字架が立っている。左手後方には城が見える。はざま胸壁の城壁

に囲まれている城内には，高い見張りの円塔や，階段状の壁面の木骨切妻構造
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の家が建っている。礼拝堂と城の閻には，青い山脈が見え，谷川が山を縫って

いる。

　100一真録板展伸工

　1481年，聖大ヤコポの日の後の土曜日（7月28目），真録板叩きのPetter

Rude1死す。201番目の兄弟。（ユ481年の作画）。

　仕事部屋はタイル張りで，波形瓦の屋根，階段状の切妻の建物の中にある。

部屋の奥には十字枠の入つた格予窓がある。仕事も道具も81（本稿P．271，

Fig．84）と全く同様である。

　100v．荷担人夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿g．103

　1482年，聖アントニウスの日の前の土曜日（1月12目），Heincz　Weycker

死す。彼は長い問運搬人であっ松202番目の兄弟。（1482年の作画）。

　荷担人は背中に負った袋に2重に綱をかげて，両手でしっかりと掘んでい

る。そLて階段状切妻壁，丸弓形の玄関口に通ずる階段の最下段に足をかけて

（Amh317．2o，B乱I，100▼．）
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いる。タイル張りのロビーと，その片隅の明りとりの窓が入口からちらっと見

える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1984，　9．　2）

　（潔謝こ際して参照した参考文献は，一々挙げることを避けて，一播Lて記載するこ

とにした。）

参考文献

（1）　Das　Hausbuch　der　Mendelschen　Zw61fbrωer　Stiftung2u　NOmberg－Deutsche

　Ha皿dwe欣erbider　des15md16Jahrhmdefts．Herausgegeben　von　W．Treue

　u．v．a．B㎜ckmann　M亡nchen，

（2）　KorI　Fischer，Register　zu　den　Mende王schen　Zw61fbr直der　B直chen　der　Stadt－

　bibliothek　NOmberg．

（3）12Werkst鮒en　v㎝handwerkem．Ver1ag　J．F．Schreiber．Ess1ingen、

（4）馳ttner　werkstatt．Mainfr釦kische　museum　Wirzburg、

（5）　Gerhard　Dietrich，M6beL　Bi1d地hrer　Kunsthandwerklicher　Techniken－Heft．

　1．Kunstgewerbem11seum　K61n．1981．

（6）脳tz　Winger，Du　Mo皿t’s　Lexikon　der　Mδbelkmde．Du　Mont　Buch　ver1ag

　K61n．1982．

（7）　A　History　of　Technology・Vol．1，Z　Edited　by　C．Singer．etαOxford　at　the

　C1arender　Press．

　　撞術の歴史，平困寛編訳　第3，4，5巻，筑摩書房　昭和39年

（8）キリスト教用語辞典，小林珍雄，東京堂　昭和39隼

（9）技術文化史（上），T・K・De岬＆T　I－Wmiams，平田，田中訳，筑摩書房　1971．

　9

⑩　酉洋事物起原，工，皿，皿　ヨハソ・ベソクマソ，特許庁内技術史研究会訳，ダイ

　ヤモソド杜　昭和55年

⑪　ドイツ美術展，中世から近世へ，カタログ，国立西洋美術館　1984．7

⑫　幾械化の文化史　S．ギーデイオソ，栄久庵祥三訳，鹿島出版　昭和52年

⑱騎行・章行の歴史，加茂儀一，法犬出版　1981．3

⑭　酉祥家具文化史，崎山　直，小夜子，雄山閣　昭和50年

⑲　築国建築物語，ビューブラウン，小野悦子訳，晶文杜　1980．10

⑯　中世への旅．騎±と城，H．ブレティヒヤー，平尾浩三訳，白水杜　1982．11

肋　同上，農罵戦争と傭兵，関楠生訳，同上　1982．7

⑱　同上，都市と庶民，関穂生訳，同上　1982．9

⑲　中世を旅する人々，阿部謹也，平凡杜　1980．4

942



⑳

⑳

㈲

⑳

「メソデル家12人兄弟館の書」について（3）

ヨーロソパ中世経済史，J．クーリッシェル，伊藤・諾田訳，東洋経済

中世ヨー目ソパの生活，J．ドークール，犬島誠訳，白水杜　19跳．1

中世ヨーロヅパ都市と市民文化，F．レーリヒ，魚住，小倉訳，創文祉

中世の森の中で，堀米庸三編，河出書房新杜　聰和58年

299

昭和49年

昭和57年

943


